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　天気予報によれば、全国で暴風注意報が出され、被害も報道されております。そんな
中、当園でも屋根の一部が損壊する騒ぎになりました。幸い、人身事故はなく安堵したと
ころです。各園におかれましては、普段から自然災害に注意を払ってほしいと思います。
　さて、卒園式も終わり、新学期の準備に大わらわな時期となりました。新年度を迎える
にあたり、いくつかの難題を抱えておりますので会員の皆様と共通理解を提案いたします。
　第一は、幼児教育の無償化であります。消費税の改正にあわせて、認定こども園も含めて、３歳児から５歳児
の保育料を無償にすることがほぼ決定しております。無償化といっても大都市の私立幼稚園と地方の幼稚園
では保育料の額がまちまちなので、年額308,000円を軸に制度化するようであります。預かり保育や認定こど
も園、保育園の保育料との差額をどうするのかも大きな課題であります。
　第二は、新制度への移行を考える時期にきております。公定価格、利用調整、園舎の改築、保育士不足、処遇改
善等々、問題山積であります。いろいろなご意見をお寄せください。
　第三は、満２歳児の幼稚園入園であります。育児休暇が２歳児まで延長になったので、そのあとの保育を幼
稚園でやってほしいという、虫のいい話であります。文科省は、これまで週１回の体験保育や親子教室さえも
厳しく規制していたにも関わらず、今回は、さらに、夕方までの預かりをもやってほしいとの意向であります。
もう少し、教育的価値を示してほしいものです。
　第四は、新教育要領（認定こども園教育要領）による実践と評価をみえる化するための研修の充実等、難題、
課題山積です。
　会員の皆様のご協力とご理解とご指導をよろしくお願い申し上げます。
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宮私幼理事長 村 山 十 五

一般社団法人
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幼稚園教諭の処遇改善策について幼稚園教諭の処遇改善策について幼稚園教諭の処遇改善策について
　　末　屋　保　広経営委員長
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１．東日本大震災について

　平成17年に長浜幼稚園は

新園舎が完成、海がすぐそば

にあり、自然に恵まれた環境

で運営されていましたが、平

成 23 年３月 11 日に発生した

東日本大震災により、海岸防

波堤から 20m ほどに位置し

ていた園舎は全壊、石巻渡波

地区は壊滅的な被害を受けました。当時預かり保育に

残っていた園

児８名を緊急

避難誘導によ

り、近くの渡

波中学校へ避

難させ、町道

のそのほとん

どが被災し、

通行不能の孤立した状況下で三日間を過ごされたそう

です。ここに復旧するにあたって様々な問題が生じま

したが、地域の皆

様をはじめ多くの

支援をいただき、

石巻市さくら町に

再建することがで

きました。

２．教育目標

　①　友だちをつくり元気に遊べる子ども
　②　自分の気持ちを言葉で表現し、伝え合う喜びを味

わえる子ども
　③　自然と触れ合う中で、様々な事象に興味や関心を

持つ子ども
　④　決まりを守り、自主自律のできる子ども

３．特に力を入れている教育

　長浜幼稚園は、心身ともに健全な子どもに育ってほし

いとの願いから専任体育講師による週１回の運動あそび

に特に力を入れています。　

４．保育時間

　　平日　午前９時～
　　　　　午後１時30分

５．預かり保育

　　午後１時 30分から
　　午後５時 30分まで

６．給食

　　週２回（月・金曜）
　　他の日は弁当

７．バス送迎

　　現在２台のバスで園児送迎を行っています。

（高橋　潤・鎌田俊昭）

幼稚園園児数　140名／6クラス　教職員　13名　
（３歳児46名、４歳児53名、５歳児41名）

長浜幼稚園長長長長長長長長長浜浜浜浜浜浜幼幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園長浜幼稚園長浜幼稚園幼稚園訪問記幼稚園訪問記

ににとももともとと子子なな幼幼幼
〒986-2137
石巻市さくら町二丁目2-1

石巻市へ　長浜幼稚園を訪問しました !!石巻市へ　長浜幼稚園を訪問しました !!石巻市へ　長浜幼稚園を訪問しました !!石巻市へ　長浜幼稚園を訪問しました !!
※平成30年１月29日現在

園長　後藤　竜記　先生

　１月29日（月）に、石巻市にある長浜幼稚園に訪問取材させていただ

きました。あの東日本大震災で園舎が全壊してしまい、その後系列の万

石浦幼稚園の園舎を利用し、２園の園児たちとともにたくましく運営

をされてきた長浜幼稚園。平成29年10月に新園舎が完成し、本格的な

再建を果たしました。明るく開放的、温かみのある保育室、広々とした

ホ－ルと園庭が印象的な園舎でした。園の周囲は、復興住宅地で宅地造

成が急ピッチで進んでいるようでした。震災を乗り越え、新しい街づく

りが進んでいることが実感できた訪問となりました。
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